
２ 主体的・対話的で深い学びの視点からの
授業改善〔小学校算数〕

□ 算数Ａの領域別、評価の観点別では、全ての領域、観点で全国を下回っています。
□ 算数Ｂの領域別では、「数と計算」「量と測定」「数量関係」で全国を大きく下回っており、
評価の観点別では、「数量や図形についての知識・理解」で全国を上回っていますが、「数学的
な考え方」で全国を大きく下回っています。
□ 算数Ａ・Ｂの問題形式別では、「記述式」で全国を大きく下回っています。
□ 児童質問紙調査では、「算数の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解するようにし
ている」と回答した児童の割合が、全国を上回っています。一方、「算数の授業で学習したこと
を普段の生活の中で活用できないか考えている」と回答した児童の割合が、全国を大きく下回っ
ています。

〔分析〕

○ 「数量や図形についての知識・理解」が定着しています。
● 小数の除法の意味についての理解や、グラフから読み取ったことに基づいて適切に判断するこ
とに課題が見られます。

● 日常生活の事象を、数量を関連付け、根拠を明確にして記述することに課題が見られます。

〔成果と課題〕

◆の改善の方向性に関する事例を紹介しています。 P10〜P11

課題の解決に向けて、例えば次のような指導を充実させることが大切です。

【数と計算】
◆ 日常生活の問題の解決のために、複数の情報を関連付けて論理的に考察し、数学的に
表現したり、条件に合う事柄について、適切に判断したりすることができるようにする
指導
（例）・複数の情報を解釈し関連付けて論理的に考察し、判断の理由について根拠を明確にし

て説明する活動
・事象から規則性を見いだし、変化や対応の関係を基に、合理的、能率的に処理し、条
件に合う事柄について適切に判断する活動

【量と測定】
◇ 見当を付けること、測定すること、測定の結果を振り返って確かめることの各活動を
関連付けて、角の大きさを正しく測定することができるようにする指導
（例）・角の大きさの見当を付けて、どの角の大きさを測定すればよいのかを捉える活動

・見当を付けた角の大きさと測定した角の大きさを振り返って確かめる活動
【図形】
◇ 日常生活の事象を図形の構成要素や性質を基に観察し、図形を判断したり、事柄が成
り立つことを論理的に考察し、数学的に表現したりすることができるようにする指導
（例）・敷き詰められた図形の中に、ほかの敷き詰めることができる図形を見いだし、図形の

構成要素や性質を基に考察する活動
・図形の構成要素を基に、筋道を立てて考え、事柄が成り立つことを説明する活動

【数量関係】
◇ 数量の関係を発展的に考察し、数学的に表現することができるようにする指導
（例）・児童自らが数量の関係を見いだして考察し、さらに、その数量の関係がほかの場

合でも成り立つことを確かめて、確かめた数量の関係を的確に表現する活動

〔改善の方向性〕
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２ 主体的・対話的で深い学びの視点からの
授業改善〔中学校数学〕

□ 数学Ａの領域別では、「関数」で全国とほぼ同様であり、評価の観点別では、全ての観点で全
国を下回っています。

□ 数学Ｂの領域別では、全ての領域で全国を下回っており、評価の観点別では、「数学的な技能」
で全国とほぼ同様です。

□ 数学Ａ・Ｂの問題形式別では、「記述式」で全国を大きく下回っています。
□ 生徒質問紙調査では、「数学ができるようになりたい」と回答した生徒の割合が、全国を上回っ
ています。一方、「数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えている」と
回答した生徒の割合が、全国を大きく下回っています。

〔分析〕

○ 「数学的な技能」が概ね定着しています。
● 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することに課題が見られます。
● 数学的な結果を事象に即して解釈することを通して、成り立つ事柄を判断し、その理由を数学
的な表現を用いて説明することに課題が見られます。

〔成果と課題〕

〔改善の方向性〕

◆の改善の方向性に関する事例を紹介しています。 P12〜P13

課題の解決に向けて、例えば次のような指導を充実させることが大切です。

【数と式】
◆ 構想を立て、根拠を明確にして事柄が成り立つ理由を説明することができるようにす
る指導
（例）・文字式や言葉を用いて解決するための見通しをもち、根拠を明らかにする活動

【図形】
◇ 付加した条件の下で、見いだした事柄を数学的に表現することができるようにする指導
（例）・新たに条件を加えた際に、見いだした事柄の前提に当たる条件と、それによって説明

される結論について検討し、それらを数学的に表現する活動

【関数】
◇ 事象の数学的な解釈に基づいて、問題解決の方法を数学的に説明することができるよ
うにする指導
（例）・問題解決の方法に焦点を当て、「用いるもの」と「用い方」を明確にして問題解決の

方法を説明する活動
・問題解決のために表した表、式、グラフをどのように用いればよいかを説明し合い、
検討する活動

【資料の活用】
◇ 文脈に沿って不確定な事象の起こりやすさを判断し、その理由を説明することができ
るようにする指導
（例）・説明すべき事柄とその根拠の両方を示し、確率を用いて的確に説明する活動

・事象を確率を用いて解決する活動の後、問題解決の過程を振り返り、判断の
理由について検討したり、その処理の仕方について見直したりする活動
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２ 授業改善例〔小学校算数〕
平成30年度全国学力・学習状況調査Ｂ問題から見られた課題

小学校
算数

Ｂ５(1)

北海道 全国 差

横の⻑さが７ｍの⿊板に輪かざり
をつけるために必要な折り紙の枚数
が、100枚あれば足りるわけを書く。

正答率 38.3 43.2 -4.9

無解答率 20.0 16.6 +3.4

【出題の趣旨】
複数の情報を関連付け

て論理的に考察し、判断
の理由を数学的に表現す
ることができる。

- 10 -



「平成30年度＜小学校＞全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」（国立教育政策研究所教育課程研究センター）より
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２ 授業改善例〔中学校数学〕
平成30年度全国学力・学習状況調査Ｂ問題から見られた課題

中学校
数学

Ｂ(2)(3)

北海道 全国 差

事柄が成り立つ理由を、
構想を立てて説明する。

正答率 34.9 37.5 -2.6
無解答率 29.0 25.0 +4.0

３つの計算の順番を入
れ替えたときの計算結果
を数学的に表現する。

正答率 66.2 68.3 -2.1
無解答率 1.3 1.1 +0.2

【出題の趣旨】
事象を数学的に考察する場面

で、事柄が成り立つ理由を、構
想を立てて説明すること、問題
解決の過程を振り返って考え、
成り立つ事柄を数学的に表現す
ることができる。
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「平成30年度＜中学校＞全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」（国立教育政策研究所教育課程研究センター）より
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